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第８２回例会１９８０年２月７日（晴）第87号
出席報告

芦 田 会 長 テ ー マ 友 愛 と 協 調

鈎吻司 会 芦 霞 会 長一

｡炉辺会合，２月１３日（水），

寺田ビル７．３０軽食を用意し
たします。何にかの話題を１

磯;澱蕊鵜
永野清治氏（大和RC初代会長） たします。何にかの話題を持

って多数ご出膳下さい。
親睦活動委員会中西委員長
･本[|お祝いの方６名です。お誕生日

中西功君（２月７日），辻国Iﾘ}君（２月１１
日）。竹本健一君節子夫人（２月１０日），鈴

木久次郎君好美夫人（２月１０日）。

結婚冒己念日竹本健一君（２月８日），伊藤正

男君（２月１1B)。
。２月１７日（日）第２回家族会を75周年記念パー

ティーと兼ねて計画いたしました。町田千寿閣

１２時30分にご参集下さい。ボウリング又はアス

レチックスにて汗を流して頂きのどを潤おし，

親交を深めようとの趣向です。

今からでも遅くありません。お申し込み下さい

溌蕊溌蕊蕊口識
上坂信夫君（東京港南），武山昭一君（綾瀬），

星幸男君，晴山一正君，野口栄三郎君，浜野忠

良君（大和）
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蕊簔蕊溌雲識
・一般的な報告事項は特にありませんが，先週，

佐藤さんの奥様が入院，手術を受けられました

幸い経過は11頂調とのことでご座居ます。一日も

旱やくご快癒なさいますよう祈っております。

蕊蕊灘簔蕊
ｏ本日例会後，理事役員会を開きます。

。帝人マイクロコンピューターを受付け横で展示

しております。興味のある方，ご検討下さい。
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i溌識識難織
ロータリー情報委員会藤田委員長、
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３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

１．真実かどうか
２．みんなに公平か
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毎週木曜日12時30分より
芦 田 敬 治 副 会 長
北 砂 當 三 会 報 委 員
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本日のプログラム２月１４日
｢国際奉仕について」郡司守君

> 欠 週 予 定 ２ 月 １ ７ 日 描 千 寿 閣
魚|j立75周年記念祝賀会・並びに第２回家族会
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蕊灘蕊霧謬
「ロータリーについて」

永野清治氏（大和RC)

只今ご紹介頂いた永野でご座居ますが，ロータ
リーに入会して約20年が経ってしまい余り永すぎ
てよく知らないと申し上げた方がよろしいかと思
います。初代会長を務めました当時，それなりに

勉強も致しましたが一般的に人間とは，ずぼらな
動物でありますから最近の事はよくわからないと
いう次第です。
ロータリーに就きましての難かしい話しは別と

しまして，私ロータリーに入って何にを得たのか，
等について話しを進めて参りましょう。
皆様もそれぞれにご経験の事と存じますが，例
えば，。他の業界のいろいろの方と親交を深かめ
ることが出来たこと，。クラブ委員会の役目を果
たすことによって，サービス精神を会得すること
が出来たこと，。卓話等お話しをする機会に恵ぐ
まれ，自分を振り返えることが出来たこと，。家
族会など見知らぬ所へつれていって頂いたこと，
そして最も強く感じていることは，。奉仕という

考え方について勉強することが出来たこと等であ
ろうと存じます。
ところで，奉仕を眺めてみます時に，ロータリ

ーの奉仕と我々一般の日本人の考えている奉仕と

の間には可成りの違いを感じるわけであります。
日本人のそれは滅私奉公の精神のように思います。
そして奉仕という一つの課題を持って本を読み，

知識を深めるための勉強をして行く，この機会を
与えて呉れたのがロータリアンになって最も大き
な収穫であったと思います。
ロータリーはキリスト教が基本になって発祥し

て参ったであろう事は容易に理解されるところで
すが，そこでロータリーを知る為にキリスト教を
知らねばなりません。私もクリスチャンでは無く，

余り深い知識はないのですが，大凡その輪郭を承
知しておいた方がよいと思うのです。入り易い本
として犬養道子女史の「新・旧約聖書」などがご
座居ます。即ち神とは愛から出発しており，何事

も愛という考え方に立脚しているのであります。
ロータリーの奉仕の精神も全く同じ事であります。

その愛の根原も神と人間との関係において求めら
れなければなりません。何にか行動するに際し，
我々人間は神のお使いとして，神の代行者として
自らを律するわけであり，神に対して人間は平等
であります。キリスト教はヨーロッパの如く多民
族の間に育って来た教えであり，我々単民族のそ
れと異なるのは当然と申せましょう。
アラブの民にとって，コーランは絶対であり，

その教えに従えば善悪は明らかとなり，法律さえ
も不要とさえいわれております。岩波文庫からコ
ーランという単行本が出ておりますのでご一読を

おすすめ致します。
バニサドル氏の宣誓はコーランの教本のもとで，

カーター氏の宣誓は聖書に手をおいて，それぞれ
に神と誓い合うという考え方であります。
日本には，この様な物がありません。何にが善

で何にが悪なのかについての教本を持っておりま
せん。しかし彼の国には，キリストの教え，コー
ランの教えがあります。ロータリーには定款等に
これ等の示唆を見る事が出来るのです。

昔し，アラブの民は遊牧民で国境などはなく，
それなりに仲がよく生活していたのです。世界大

戦後，先進国が勝手に境いを決めてしまったので
す。コーランを教えとしているイスラムにロータ
リークラブがあるとすれば，どの様に運営されて
いるのでしょうか。大変興味のある所であります。
ところで「昨日の旅」の著者，オーケスト，コ

ントは述べています，人世に貢献しない様な人は

人間では無いと。これは人類の発展の１つの手
立てであろうと思われます。
別年代は外交の時代であります。更に外国につ

いて理解を深めて行かなければなりません。
ロータリークラブ等は日本をPRする最もよい

媒体であると思います。日本をPRする為には，
よりよく先づ日本を知っていなければいけません。
私は近頃，日本を改めて勉強しようと心掛けてお
ります。ライシャワー氏のＴ鮎也pane8e等は恰
好の書物であり，日本の国土，資源，社会，政治，
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世界のなかの位置付け等についてよく述べてあり
ます。又エズラ。Ｆ・ヴォーゲル氏のJapanas
Nnlもよく引合いに出されているようです。これ
等の書物のお蔭げで諸外国の方達の日本に対する
見方も可成り改善されたという事を承知しており
ますが，その結言として日本の良い所はわかった
が，日本人が倣慢になったり，世界のなかの日本
という事を忘れないことを祈るとむすんでいるの
であります。私達はこの事を心に止めておくべき
でしょう。

我々が物のよし悪しを判断する心は，それがよ
ってもって生成された過去から現代にいたっての
積み重ねとして合成されたものであります。遠く
神代の時代からの考え方の累積と申せましょうが，
聖徳太子の教えのなかにもその１つを見出す事が

出来るのです。また上代の簡素質朴な生活文化の
教えをわかり易く注釈し人の心を作り上げた国
学者本居宣長，更には優れた漢学者の心，そし
て又親鴬聖人らの偉人の導きの教えが，我々の祖
先の人達の頭のなかに入っていたのです。近くは
幕末の世の人々に大きな影響を与えた人間の本質
をあるがままに把握し，あるくきょうにまで長養
する道を講じた石田梅厳の教えがあります。そし
てそれらは我々の祖先の純朴な心として残ってい
るのです。そして更に徳川時代の藩制度，今流に

申せば，株式会社制度，そこで醸成されたものが
受けつがれているのです。これを尤も上手に纒め
たよい書物として山本氏の日本資本主義の精神と
いうのがあります。
日本の経営は西洋のものと一味違ったものを持

っております，彼の国では１つの企業に雇われた

場合に例えば利益追求の部門にいれば只それ丈け
を求めてお手伝いをすればよろしいという考え方
で仕事をしている事は皆さんご承知の事ですが日
本の場合には，その上に協同体という心が入って
おり機能集団としてその使命を果している訳けで

あり，ここの所が外国のそれと異なっているので
す。これ即ち日本株式会社という事になりますが，
過去から現在に至っているそのもとの生成或いは
意義について私は今，それ等を説明する時間を持

ちませんけれども，皆さんはこの事について勉強

して頂きたいと思うのです。

要するに私は，ロータリーの奉仕という意義に
ついて見て参ったのでありますが，ロータリーク

ラブもここの所をよく見極めて，ロータリーは如

何にあるべきか。日本のRCは，どうあるべきか。

日本人のロータリアンとしての問題意識を持って

考えて行こうではありませんか。日本流のRCは

独りでに出来上りつつあるかも知れませんが，更
にこの点をハッキリと認識していかなければなら

ないと思います。日本には日本に適したものがあ

る筈であり，自分なりに考えていってよろしいと

思います。時間が参りました，話しが飛びとびで

駆け足になってしまいましたが，この辺で失礼さ
せて頂きます。
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蕊蕊灘璽灘繕轆：
旅行でちょっとした気分転換を
皆さんは車でのドライブを楽しんでおられるだ

ろうか？飛行機は？また，バスや列車での遊覧は
？時に最も忘れ難い思い出となることのあるのは都
市を離れる旅一たとえば，地区大会へ出かけると
か，他のクラブを訪問するとかいったような場合
のものである。このような旅行では，寛いだ気持

ちでロータリーのこと，自分達の家族や仕事のこ
と，あるいはクラブのやっている事業などについ
て語り合う時間が得られる。町を通って自分たち
のクラブの例会に出かけて行くだけの短い距離の
ものであっても，あるいは国際ロータリーの国際
大会開催地までの何千キロという遠距離のもので
あっても，とにかく，旅行はロータリーの交友の
ためのすばらしい機会となり得るのである。
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一

都市一農村の親睦関係を推進しよう

都市と農村の住民間の関係を一層良好なものに
推進するようにすることは，国際ロータリー理事
会がロータリーのいくつかの重要な目的を遂行す
る上で役立つことになるものであると結論してい
る，やり甲斐のあるクラブ活動の一つである。
「クラブ会長必携」の中の都市。農村親睦委員

会の資料は，農村地域と都市地域は相互依存の関
係にあると明白に述べている。従って，ロータリ
ーにおいては，クラブの社会奉仕委員会の下で活

動する都市・農村親睦小委員会を設置する規定が
設けられている。この重要な分野を看過してきた
り，あるいは，それに十分な関心を払ってこなか
ったクラブは，社会奉仕委員会の委員長と連絡を
とって，都市・農村親睦小委員会を設置したり，
あるいは，その小委員会が既に設置されているな
らば，それに新しい活力を与えたりする方法につ

ｐ

いて，同委員長と話し合っていたぎきたい。

次に挙げたものは，会員が周辺の農村地域へロ
ータリーの影響力を広めるのにもっとかかわり合

うようになることができるいくつかの試案であ
る：

鰯農村の職業分類とその農村と関係のある都

市の職業分類をできるだけ多く充填するようにす
る。

鰯地元の農業団体と連絡を取って，クラブの

主催による周辺の農村地域への見学旅行を計画す

る。これを補足して，農民のための地元の工場見

学旅行を計画し，農民一実業人合同参加の会議を

催す。

織郡の品評会あるいは地元の農業祭の開催を

援助する。

鞠地元の土壌一農業用水域保存プログラムを

計画準備するのを援助する。

鰯植樹プログラムを立案する。

鋤農業の職業学級を後援したり，学校の教材

を充足してやったり，特別奨学金によって農村青

年に協力したり，あるいは，農民クラブを支援し
たりすることによって，農村教育の振興を援助す

る。

議溌灘灘溌綴灘
綾瀬RC武山会員本年初めて，メイクアップ

に参りました。宜しく御願い申し上げます。

大和RC星会員ゲスト，スピーカー永野氏を

お祝いして

大和RC晴山会員今年はじめて，おじゃまい
たします。今後共よろしくお願いいたしま

す。

大和RC浜野会員又，メイクアップさせてい
た富きます。

蜂屋会員大和RCの永野初代会長ようこそ御出

席下さいました。本日は，卓話をどうぞ宜

しく。

土屋会員ロータリーの友，今月号グラビアに大
々的に紹介いたぎき，よろこびに堪えませ

ん。

鈴木会員家内の誕生祝，ありがとうございます。

本年は，わすれずに御祝をしてあげます。
伊藤（正）会員結婚記念日お祝い誠に有難うご

ざいます。３７年が思い出されて感慨無量で
す。

中西会員弱才の誕生日を迎え増々家庭に仕事に，
ロータリーに頑張って行きます。お誕生日

のお祝いありがとうございました。

竹本会員会場にきて，びっくりしました。女房
誕生日結婚記念日とは／帰ってお祝いしま
す。ありがとうございました。

辻会員人生は40にして立つと申しますが，これ
からも頑張ります。お祝いありがとうござ
いました。

へ

/ 公

鴫


